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ᾇコロナ禍のӨڹで大ଧܸを受けたޫ؍事業
も̓ 割まで回෮とい͏࿕ใがあるものの、ະ
だ༧அをڐさない社会ɾ経ࡁঢ়گ下にある。
一方で、クラΠナ৵߈のために品価֨は
高ಅしとͲまる と͜のない値্͛が૬次͙ࢢ
場に、先行きのෆ҆とෆಁ明感はۃみに
ୡしている。
ᾈ͜のよ͏ な外のݫしい情勢の中で、乳業連
合会会員ا業の主たる事業の「ֶ乳事業」
において、ࡢ年 11月に15 Ͳの地域が΄ݝ
ֶ乳څڙ価֨のվ定を行ったのに加えて、
中վ定に向けてಈき出しظ年も8月からのࠓ
ている。しかし、年度ܖでもあり、ֶ乳ڙ
څ、でありࠔめてۃ中վ定はظ価֨のڅ
৯費のແঈ化題と併せて地方行のนが

感 ら͡れる。
ᾉ一方、酪農Ո支援を目指して、ࣂྉ価֨の
高ಅ化ରࡦとして、乳価加ࢉする「αー
νϟーδ੍」の識者によるݕ౼も取りࠫଡさ
れているが、しい題がੵࢁの業界にあっ
て、Ͳのよ͏ に੍度化していくか、をࢹして
見कっていきたい。
ᾊࢲ共は地方にあって、地域にີணしたローΧ
ル乳業ا業として、地域のখചྲྀ通ا業とと
もに牛乳のϚーέットを担っており、その
経営はෆ҆な基൫にཱͪながらも૬ޓཧղ
のਫ਼ਆで一体化の体੍で支えており、͜れが
ͻいては酪農ɾ乳業ɾྲྀ通の発展にෆՄܽ
なଘࡏともなっていると͏ࢥ。乳業連合会も
ઃ 3� 年、ࠓ日まで、࣌々のテーϚを͛ܝ
て生きり、͜れからも、その意ٛを高めて
生きっていくためにਫ਼ਐして参りたい。

 ୩  හ ձ 「 ѫ ࡰ 」 の 概 要

『 第 ３ ４ 回 通 常 総 会 』開 催
開催ɿ����  � ݄ �� ʢ౦ژେखொɾ,,3 ϗςϧ౦ژʣ

ɹશࠃೕڠۀಉ߹࿈߹会ɺ�݄2�࣌̎ޙޕ͔Β౦ژɾઍా۠ͷᶸ,,3ϗςϧ౦ژᶹ
ʹ͓͍ͯʰ第 3�回௨ৗ૯会ʱΛ開催ͨ͠ɻ
ɹٞҊͷ৹ٞʹೖΔલʹɺ୩�හ会͕ผهͷѫࡰΛ͍ߦɺޙࠓͷཙೕۀΛޠΓɺۀ
քͷ՝ʹ͍ͭͯɺ事ڠۀͷஂ݁Λૌ͑ͨɻ·ͨɺྛਫ࢈লசڇہ࢈ೕೕ՝�՝ิྛ�ࠤ�
会ٞʹՖΛఴ͑ͨɻ͍ߦΛ（রࢀท̐）ࡰདྷෂѫ͕ࢯ೭߁
ɹ৽ׁڇݝೕ事ڠۀಉ߹理事ͷᓎᖒਔࢯΛٞʹબ͠ɺԼهશͯͷٞҊΛঝೝŋՄܾͨ͠ɻ
ɹ˖第 1߸ٞҊɹ2�22事ۀใٴࠂͼܾࢉʹ͍ͭͯ
ɹ˖第 2߸ٞҊɹ2�23事ܭۀը（Ҋ）ٴͼऩࢧ༧ࢉ（Ҋ）ʹ͍ͭͯ
ɹ˖第 3߸ٞҊɹ2�23ො՝ۚ ŋࢍॿۚͷֹٴͼऩํ๏（Ҋ）ʹ͍ͭͯ
ɹ˖第 �߸ٞҊɹ2�23आೖۚݶߴ࠷ߴֹ（Ҋ）ʹ͍ͭͯ
ɹ˖第 �߸ٞҊɹఆͷҰ෦มߋ（Ҋ）ʹ͍ͭͯ
ɹ˖第 �߸ٞҊɹһ（理事）ͷิܽબʹ͍ͭͯ（Ҋ）

	ʰ 第 ̏ ̐ 回 ௨ ৗ ૯ ձ ʱ に ͓ ͚ Δ ձ һɾ ओ 催 ऀɾ དྷ ෂ の ਅ  ͳ ग़ ੮ɾ 開 催 ද  ʣ
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ᾇฏૉより、֤地域課題のରԠ牛乳乳
製品の҆定څڙ、関係֤Ґの酪農乳業
行のྗڠに感ँしたい。また、ࡢ年
の 11月の価֨վ定にଓいてࠓ年 8月の࠶
վ定については、֤ಓݝの担者と
ともにྑ࠷のରԠをߟえて参りたくごڠ
ྗをおئいしたい。
ᾈ酪農ٸۓରࡦは値্͛後の消費拡大をい
かに実現していくかが大であり、
ある様々なࡦࢪをલ面にੵۃ的に情ใ発
৴を実ࢪしていきたい。
ᾉคݿࡏについては、ରޮࡦՌもあり、
10.� ສトϯから �.� ສトϯまでݮগして
いるものの、धڅΪϟッϓはղ消されて
いないのでࠓ後一のରࡦ推ਐを実ࢪし
て参ります。
ᾊֶ乳事業については、ࣇಐɾ生ెの݈߁を
कっていく大な৯品として、「҆全ɾ҆
৺牛乳」のఏڙのߟえ方をよりਐ化させ、
Ҿきଓきண実な取り組みをして参りたく、
会員֤社の一のྗڠをおئい致したい。

　�年Ϳりに開催の「࠙会」はの業界
関係者のᶸର面ɾରᶹの集いとして、そ
の出席者表情（ܝ出ɾհのϑΥート参র）
は想૾以্に明るいものが௧感された。
　主催者ѫࡰの長୩川�හ会長は、出席され
た関係者向かって、「地域乳業ا業として
のॏと役割」についてΞϐール、ᴜ だから
必要ᶹᴜ だからؤுる⽏�ʋ 意識をΞϐールさ
れた。
　また、来ෂとして、ᾇ農林水産省�中௶�
ᾈ　乳製品ௐ࢙߁ J ミルク�ڮ�හ
ઐ務ཧ事の྆ࢯがొஃし、「ػة中の酪
農Ոの支援」、͜れを支えるຽ一体化
の「ྗڠ体੍」、そのࡦࢪを推ਐしていく
ための「牛乳ɾ乳製品の消費拡大」のᶸ一
致団݁ᶹの要、そして、感ँを৺から
。られたޠ
　「࠙会」は乳業連合会�中ాढ़೭෭会長の
ᶸסഋԻ಄ᶹでਐ行、交ྲྀのྠががる中で
の「中కめ」（٢ᖒจ࣏෭会長）をಋき、
ԅがด͡られた。

ྛਫ࢈ল ྛ ߁೭ڇೕೕ՝ิࠤ
૯ ձ Ͱ の「 ѫ ࡰ 」 要 ࢫ

�  Ϳ Γ に 開 催 の「 ࠙  ձ 」Ͱ
ର  の ަ ྲྀ ͻ Β ͘ ⽏

˖ શ ࠃ ೕ ۀ ڠ ಉ  ߹ ࿈ ߹ ձ「 第 ̏̐ 回 ௨ ৗ ૯ ձ 」 開 催 概 要 ˖

	 ૯ձޙに開催͞Εͨ「࠙ձ」Ͱのओ催ऀɾདྷෂѫࡰͱסഋɾதకΊの͞Θ͔දʣ
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˖ શ ࠃ ೕ ۀ ڠ ಉ  ߹ ࿈ ߹ ձ「 第 ̏̐ 回 ௨ ৗ ૯ ձ 」 開 催 概 要 ˖

	 ̐ͿΓに開催͞Εͨ「࠙ձ」ձһɾۀքؔू͕ऀいᶸରのަྲྀᶹのͱ͠てگΛۃΊͨʣ
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I　ࡁ　ܦ　概　گ
　は、コロナ禍からの社会経ࡁ活ಈのਖ਼常化がਐみつつある中、؇かなͪ࣋しがଓ

いている一方で、世界的なΤネルΪーɾ৯ྉ�価֨の高ಅԤถ֤国のۚ༥Ҿకめによる

世界的なؾܠ後ୀݒ೦なͲ、զが国経ࡁを取り巻くڥにはݫしさが૿しているとしている。�

　クラΠナ情勢ΤネルΪーṧഭ、ॾ外国のΠϯϑϨରࡦによるۚརࡦを࢝めとする世

界及び国の経ࡁ情勢なͲ先行きがෆಁ明な中でݫしいঢ়گがଓくとࢥΘれる。ࠓ後、農産

ΤネルΪーधڅมಈが国経ࡁをߋに下ৼれさせるϦスク、ۚ༥ࢿ本ࢢ場のมಈの

Өڹをࢹする必要がある。

Ⅱ　ཙೕۀքの動੩
　酪農経営のಈ向は、乳用牛ࣂཆށのݮগ（2022 年 2月1日現ࡏ 13300 ൺظલ年同、ށ

˛3.�ˋ）がଓいているものの、2003 年以߱ݮগをଓけてきたࣂཆ಄が 2018 年以߱૿加に

స͡（同1371 ઍ಄、同ʴ1.1ˋ）乳牛ݯࢿ回෮のஹしが見えてきた。全国計の生乳生産ྔは

長ظにりݮগ基ௐで推Ҡしてきたが、2022年1～12月ظは、ւಓ（�309ઍᶦ、同ʴ1.0ˋ）、

3）ݝ308 ઍᶦ、同˛0.5ˋ）、全国では7�17 ઍᶦ（ʴ0.3ˋ）となった。

　2022 年 1～ 12月ظの牛乳生産ྔは35�3 ઍ（同˛0.3ˋ）、牛乳向生乳ॲཧྔは397�

ઍᶦ（同˛ 0.�ˋ）と共にඍݮとなった。生乳生産ྔの૿加により乳製品向ॲཧྔは359� ઍ

ᶦ（同ʴ1.�ˋ）と૿加したが、ࢷค乳については酪農乳業界によるݿࡏରࡦόλーの消費

がௐであった と͜から消費ྔ（推定出回ྔ）：ࢷค乳 171 ઍᶦ（ݿࡏରࡦを含む）（同

ʴ19.�ˋ）、όλー 90 ઍᶦ（同ʴ12.5ˋ）とྔڅڙ（国生産ྔ �༌ೖചྔ）：ࢷค乳

158 ઍᶦ（同ʴ1.2ˋ）、όλー 83 ઍᶦ（同ʴ1.2ˋ）を্回った݁Ռ、2022 年 12月末の推

定ྔݿࡏはࢷค乳 82 ઍᶦ（同˛28.7ˋ）、όλー 37 ઍᶦ（同˛1�.2ˋ）とա乳製品ࡏ

ظ࣌のޮՌもあり、一ࡦରݮݿ 100 ઍᶦをえたࢷค乳のݿࡏもվળしてきている。

Ⅲ　ओ要ͳۀࣄ内容ɺۀࣄのܦաٴͼͦのՌ
　本会を取り巻く社会情勢のม化ฒびに本会がՌたせるػ会員 ･組合員χーζのม༰を

認識し、関係ػ関 ･団体とも連ܞしつつԁかつదな事業行と合ཧ的 ･ޮ的な業務ࣥ

行を行͏͜ととし取り組みを推ਐした。

⒈　学校給食用牛乳等供給推進事業に係る制度の維持 ･拡大【継続】

　本事業の推ਐにたっては、「牛乳消費の૿ਐ」「酪農生産基൫のڧ化」といった酪農乳業

２ ０ ２ ２ 年 度 事 業 報 告
自 ２０２２年４月 １日　至 ２０２３年３月３１日
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のۓ٤の課題のରԠにおいてֶ乳੍度がॏ要なபである͜ とを೦಄に、「੍度のҡ࣋」「事業

のվળ」「༧ࢉの֬อ」を主要な取り組み事߲として、関連ॾ団体とも連ܞし事業を推ਐした。

　１）「事業の効率的な推進」「令和 5年度（2023 年度）予算の確保」の要請

　ֶ乳੍度が「牛乳消費の૿ਐ」「酪農生産基൫のڧ化」といった酪農乳業界のॏ要な

பである͜とを೦಄に、Jミルク「ֶ乳題ಛ別ҕ員会」に主体的に参画しֶ乳事業に

ରする酪農乳業の共通認識のৢ成を図り、農林水産大ਉにରするྩ 5年度༧ࢉのࡦ

定ࡦ推ਐに関する要จҊの意見өを行͏とともに、5月 31 日、J ミルクに

よる農水省にରする要に同行した。

　ྩ 5年度༧ࢉにରする要༰は以下の通り。

　　　【Ｊミルクによる要請事項】　2022 年 5 月 31 日要請実施

１　学校給食用牛乳の安定供給 ･利用促進

　ᾇՆقの生乳ṧഭظの生乳҆定څڙとֶ乳ظࢭٳのधڅ؇ରࡦ

　ᾈ牛乳のӫཆ価値 ･৯ྉ自څ向্についてอޢ者のཧղ支援ࡦ

　ᾉֶ乳の࣋ଓ的Մੑからڥ負ՙܰݮの関係者の情ใऩ集支援指ಋ

　ᾊֶڅߍ৯用牛乳の品࣭事ނ ･෩ຯม化のରԠと品࣭の向্

２　学校給食用牛乳供給制度の堅持

　ᾇ地方行による੍度運営のదな関༩

　ᾈֶڅߍ৯用牛乳੍څڙ度のదな運用のための体੍උ

３　学校給食用牛乳等供給推進事業の予算及び運用

　ᾇ必要な༧ֹࢉの֬อ

　ᾈ҆定的な੍度運営と事業のॆ実

　　ᶃڅڙ݅ෆར地域 	 ߍ 
 にରする҆定ध要֬อに係るॿ成

　　ᶄֶڅߍ৯用牛乳を継ଓ的にڅڙするための基൫のඋ

要࣌における農林水産省ଆの発ݴ要旨は以下の通り。

（Ξ）　ֶ乳事業関係者のٞに参画しॿݴを行͏が課題は関係者でのղ決も大。

（Π）　ֶ乳におけるڥ負ՙܰݮは࣋ଓ的活用にܨがるため、ରԠしていきたい。

（）　҆全ੑ֬อの取組みはࠓ年度から事業要݅としてӴ生ཧݚम参加とした。

（Τ）　݅ෆར地域の༌ૹ費補ॿはࡢ年度からࢉ定を見した。ࠓ後の補ॿのあり

方について、運用実関係者の意見を౿まえݕ౼を行いたい。

　２）「令和 5年度（2023 年度）予算の確保」について

　͜͏した要を経て取りまとめられたྩ 5年度（2023 年度）ֶ乳څڙ推ਐ事業༧

˖２̌２２ۀࣄใ２̌２２ࣗ　ࠂ݄̐̍　２̌２̏ࢸ݄̏̏̍˖
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は、550ࢉ ඦສԁ（ྩ �年度༧ࢉ �00 ඦສԁ）に決定された。

　令和 5年度学乳供給推進事業の内容

̍【学乳供給円滑化推進】　実ࢪ計画のࡦ定、関係者のཧղৢ成活ಈ、ૹޮ

化に向けた取組み（ִ日ૹ）の実ࢪを支援。

̎【学乳安定需要確保対策】　ԕִ地 ･島なͲڅڙ݅がෆརな地域（地域ৼ

ڵ 8法に基づく指定地域）をରに༌ૹ費のかかりまし経費の一部を支援。

̏【学乳新規利用推進】　ֶڅߍ৯の新規の牛乳څڙにྭۚを交付（ॳ

年度ݶり）。

　３）適正な供給価格の形成

　దਖ਼なֶ乳څڙ価֨のܗ成に向け「ྩ 5年度ֶ乳څڙ価֨のదਖ਼化に関する要

について（おئい）」を会員に発৴（2022 年 10 月 27 日）し、֤ಓݝにରする同

様の要方をґཔし、必要にԠ֤͡ಓݝ事業ڠと情ใ交を行った。

　2023 年度のֶ乳څڙ価֨は、ֶ乳向け乳価վ定ࡐࢿ費 ･ΤネルΪーの大෯なコ

スト૿をഎܠとして大෯な値্͛の਼勢となり、څڙ価֨のվ定෯は࠷ 高をআく࠷･

୯७ฏۉでʴ 5.55 ԁ � 本となった。

　４）期中における飲用向け乳価改定と学乳向け乳価改定等の対応について

①乳業連合「役員情報 ･意見交換会」（第１回 6月 30 日Web 開催）

中վ定要にରし、֤地域の指定団ظྉ価֨高ಅによる指定団体からの乳価のࣂ　

体の乳価্͛෯について֬認した݁Ռ、֤地域における生乳生産基൫غଛのӨڹ

を࠷খݶとする͜とは必要との؍から乳業者としてҿ用向け乳価のظ中վ定にԠ͡

る方向とした。ୠし、ֶ乳向け乳価については、ֶ乳څڙ価֨の࠶ೖࡳがしく価֨

సՇ出来ないため乳価վ定のର外とするよ͏要する͜ととした。

②Ｊミルク「学乳問題特別委員会」（第 2回 9月 1日開催）

　ֶ乳向け乳価のظ中վ定については、ֶ乳څڙ価֨のظ中վ定と一体とする必要が

ある͜とから、乳業連合を代表して出席しているҕ員から、څڙ価֨のظ中վ定がແ

ければֶ乳向け乳価のظ中վ定はしい旨の意見表明を行った。

　指定団体からは、出来͏るରԠは全て行い࠷大ݶのྗが必要との意見が表明さ

れ、Ｊミルクは農水省にରしֶ乳څڙ価֨のظ中վ定に向けた要จॻを会長名で発

出（9月 2日）した。

③農水省牛乳乳製品課（9月 12 日文書発出）

　ಓݝ畜産主務課にରし「ڝ૪原ཧに基づくదਖ਼なڅڙ価֨を決定する͜と」「ֶ

˖２̌２２ۀࣄใ２̌２２ࣗ　ࠂ݄̐̍　２̌２̏ࢸ݄̏̏̍˖
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ྉコスト૿高ࡐ育関係者にରし牛乳の原ڭ、推ਐ会ٞを活用してڅڙ৯用牛乳څߍ

の実ଶڅڙ価֨見しのഎܠ、酪農乳業が๊える課題をཧղしていただく」との

牛乳乳製品課長名จॻを発出。͜れ以߱、֤ಓݝのରԠとなった。

④乳業連合「役員情報 ･意見交換会」（第 2回 9月 20 日Web 開催）

　事લΞϯέートにより֤指定団体 ･行のಈ੩情ใを共有し意見交を行った。ֶ

乳向け乳価ઃ定がແくҿ用౷一乳価のみのۙـ及び࢛国生乳ൢ連のಈ੩、ֶ乳向け

乳価はあるが、څڙ価֨のվ定がしいঢ়گからֶ乳向け乳価のظ中վ定を見ૹった

指定団体の情ใを共有した。

　以߱、࠷ऴ的に乳価が֬定するまで֤役員からの情ใఏڙによるߋ新൛を作成し、

度、ֶ乳څڙ価֨のվ定別ルートでの行からのରԠなͲ֤役員に情ใ共有を

行った。

　５）今後の補助のあり方等に関する検討について

　5月 31 日、J ミルクによる農水省要࣌において、農水省より年々ݮগする補ॿ事

業のあり方について意見ௌ取したい旨の発ݴがあった。

①乳業連合「役員情報 ･意見交換会」（第 3回 12 月 1日Web 開催）

　事લΞϯέートで֤役員のֶ乳੍度 ･補ॿ事業についての意見をཧし、意見交によ

りֶ乳੍度は࣋ݎすべきものとした。また補ॿ事業については、現ࡏの݅ෆར地の補

ॿは全国的であり、څڙ日をҡ࣋するためにもֹۚはগないがޮՌはあるとした。

② Jミルク「学乳問題特別委員会」（第 3回 12 月 22 日開催）

　Jミルクにおいて、ֶ乳事業実ࢪ主体及びڅڙ業者をରに、ֶ乳څڙ価֨のظ中

վ定ڥ負ՙܰݮのଞ、ֶ乳੍度の࣋ݎ༌ૹ費補ॿにରする意見Ξϯέートを

実ࢪした。

③乳業連合「今後の学乳供給事業に関する勉強会」（1月 17 日開催）

　農水省牛乳乳製品課担を交えたֶ乳څڙ事業に関するษڧ会を開催し、参加の

֤役員による意見交を行った。

⒉　教育 ･研修事業の推進【継続】

　１）教育 ･研修

ᶃ「ݚम ･૯࠙ஊ会」（10 月 20 日）で、ᾇ「ֶ乳ΧートϯϦαΠクルのଅਐ方法につ

いてについて」（日本乳業ڠ会 ･ҏ౻常務ཧ事）、ᾈ「酪農乳業のঢ়گと課題について」

（Jミルク ･ڮઐ務ཧ事）の 2題の講演をا画し、開催した。

ᶄ「21 ミルクະ来の会」の活ಈを支援し、「通常૯会」（第 22 回 9月 30 日8FC 開催）

˖２̌２２ۀࣄใ２̌２２ࣗ　ࠂ݄̐̍　２̌２̏ࢸ݄̏̏̍˖
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及び「現地ݚम会（11 月 2�･25 日：۽本）」を催行した。

　２）情報提供 ･交換事業

ᶃ Eϝールを活用し、「乳業連合だより」を中৺に、農水省 ･ް࿑省からの行情

ใฒびにＪミルクからの業界情ใ、そのଞ֤छ情ใについて、会員 ･組合員のఏ

。を行ったڙ

ᶄϒロック会ٞを全国 7かॴ（7～ 8月、भはର面ࣜ、ւಓ ･東 ･関東ߕ৴ӽ ･

東ւ ـۙ･ ･中国࢛国は8FC 。で開催した（ࣜܗ

　　　̡ ٞ題ʳ

（Ξ）乳業連合の事業実ࢪについて
● 2021 年度事業ใࠂ ･ऩ支決2022、ࢉ 年度事業計画 ･ऩ支༧ࢉについて
● ֶ乳༧ࢉの֬อ、ֶ乳څڙ事業に関する要、ಛ定ϓラスνック使用製品と

ֶ乳ストローについて
● )"$$1 関連、ֶ乳実ࢪ主体څڙ推ਐ会ٞݚम会講ࢣݣ事業について
● 2022 年度धڅ見通しと課題について
● 情ใ交、意見 ･要について

ᶅػ関ࢽ「乳業連合/Fws」を 7月（ᶺ 118）̍月（ᶺ 119）に発行した。

　３）学乳実施主体供給推進会議研修会講師派遣事業

　講ࢣݣ申込 3者にݚम会ରԠを行った。ֶ乳実ࢪ主体にνΣックϦスト又は *40

のνΣックϦストをఏ出する͜とがֶ乳要݅にࡌهがあると伝えた。

　４）経営体質強化事業の推進【継続】

成ܗ地域乳業のܕ業ऩӹྗの高い高付加価値ا　 ･展開を図るため「次世代セミナー」

を 3年Ϳりに開催するため、会員を新たに募集し、15 名が会員ొしている。3月 22

日～ 23 日に開催し、年度末のا画となり 10 名の参加となった。

⒊　HACCP 制度化への対応（自主衛生管理レベルアップ事業）【継続】

　2021 年 � 月より「)"$$1 ੍度化」が全ࢪ行され、乳業連合においてもݸ社にೖり

品࣭向্を目指す「自主Ӵ生ཧϨϕルΞッϓ事業」を開࢝し、日本乳業ڠ会作成の「手

Ҿॻ」をར用した指ಋにより֤乳業者の)"$$1 にԊったӴ生ཧのҡ࣋向্にد༩する

͜ととし、อ݈ॴによるཱೖ指ಋの事લ४උ指ಋରԠ、ߋにඍ生 ･ҟࠞೖ及び日付

を含む製品表ࣔの品࣭トラϒル ･事Ҋ発生のະવࢭ事Ҋ発生࣌のରԠ支援、現場

を見ながら様々なαϙートを行っている。

2022 年度については、年間 12 ݝ 23 業者 �5 回を実ࢪした。

˖２̌２２ۀࣄใ２̌２２ࣗ　ࠂ݄̐̍　２̌２̏ࢸ݄̏̏̍˖
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⒋　酪農乳業問題等に関する要請、意見表明【継続】

　ロγΞのクラΠナ৵߈に͏ΤネルΪー 題大෯なԁ҆څの世界的なधࠄ･

が発生しզ々乳業者もݫしい経営ڥとなった。生乳धڅの関係から乳価վ定を見ૹった

酪農生産者はࣂྉ価֨高ಅなͲಛにݫしい経営ঢ়گにؕり、生乳生産基൫غଛを回ආする

ため、ҿ用向け乳価のظ中վ定の要が出されରԠした。͜のҿ用向け乳価に、ֶ乳向け

乳価を含めるか֤地域においてٞとなった。
● Jミルク「ֶ乳題ಛ別ҕ員会」（第2回9月1日）において乳業連合を代表するҕ員から、

生乳生産基൫غଛのӨڹを࠷খݶとする必要はあるが、څڙ価֨のظ中վ定がແけ

ればֶ乳向け乳価のظ中վ定はしいと意見表明を行った。
●「役員情ใ ･ 意見交会」（第 2回 9 月 20 日）を開催し֤地域のֶ乳څڙ価֨ ･ ֶ乳

向乳価のظ中վ定について情ใ共有を行い、Jミルク「ֶ乳題ಛ別ҕ員会」（第 3回

12 月 22 日）で乳業者のظ中վ定に͏ΞϯέートҊにରし、乳業者としてݫし

いֶ乳څڙ価֨のվ定ঢ়گを集するよ͏、意見をөさせた。
● 農林水産省からֶ乳੍度補ॿ事業のあり方についてօさんの意見をくௌ取したい

とのがあり、「役員情ใ ･意見交会」（第 3回 12 月 1日）を開催し、事લΞϯέー

トを含め意見集を行った。その後、「ࠓ後のֶ乳څڙ事業に関するษڧ会」（1月 17

日開催）を開催。農水省牛乳乳製品課担を交え、参加の֤役員による意見交

を行い、牛乳乳製品課担乳業者のࢥいを伝えた。

⒌　その他

　１）消費拡大 ･啓発

　Ｊミルクが推ਐする「牛乳の日 ･牛乳月間」のॾ活ಈに連ܞし、֤地域のΠϕϯト開

催の情ใ共有を行った。

　また、農水省ɾJミルクが共同で্ཱͪ͛た「牛乳でスϚΠルϓロδΣクト」ϝϯόー

に参加し、本ϓロδΣクトを通して、国ຽの݈߁的な৯生活にݙߩし、զが国における

牛乳乳製品の҆定څڙなͲ、社会をよりྑくするための取組につながるよ͏、参加ا業

とともに取り組む。

　２）共同経済・共済事業

　製法（1L 法）ରԠとして団体 1L อݥ共ࡁ事業の加ೖѺટを行った݁Ռ、

その加ೖ者は �� 者（ࡢ年度 50 者）となった。͜れは団体ܖ規の下ܖݶを

下回るものでありࠓ後とも加ೖ継ଓをおئいしたい。͜れは団体ܖ規の下ܖݶ

でありࠓ後とも加ೖ継ଓをおئいしたい。

˖２̌２２ۀࣄใ２̌２２ࣗ　ࠂ݄̐̍　２̌２̏ࢸ݄̏̏̍˖
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I　جຊํ
　本会を取り巻く社会情勢はม化しつつあり、また本会

がՌたせるػ会員 ･組合員のχーζもม༰しつつあ

る͜とを認識し、継ଓ事業のԁかつదな行と合ཧ

的 ･ޮ的な業務運営を行͏。

　クラΠナ情勢ΤネルΪーṧഭを࢝めとする世界及

び国の経ࡁ情勢なͲから、牛乳乳製品धڅのӨڹに

ରしԁかつదにରԠできるよ͏会員組合員の情ใ

ఏڙにめるとともに、ֶڅߍ৯用牛乳څڙ事業のӨ

関ػをট来する事ଶにରしては、国及び関係ڹ ･団体ฒ

びに会員組合員とも連ܞしਝかつదに取り組む。

II.　ํࢪ࣮ۀࣄ
1.　学校給食用牛乳等供給推進事業

　Ｊミルク「ֶ乳題ಛ別ҕ員会」に主体的に参画し、「ֶ乳੍度のҡ࣋」「202� 年度（ྩ

 �年度）༧ࢉの֬อ」「事業༰のվળ」、ֶ 乳事業にରする酪農乳業の共通認識のৢ成、

及び一体的な要活ಈの推ਐを行͏。

　ಛに、લ年度にҾきଓき、Ն場のधڅṧഭ࣌におけるֶ乳向生乳の༏先乳の必要ੑに

ついても関係ػ関に要を行͏。

　また、దਖ਼なֶ乳څڙ価֨のܗ成に向け、2023 年度ֶ乳څڙ価֨の見ੵもり合Θせの

݁Ռを౿まえ、必要にԠ͡、֤ಓݝ事業ڠと情ใ交を行͏。

2.　教育 ･研修事業

　酪農乳業を取り巻く情勢 ･課題の認識共有をਐめるため、「ݚम ･૯࠙ஊ会」「ϒロック

会ٞ」の開催、「21 ミルクະ来の会」の活ಈ支援、そのଞݚम会 ･講श会の開催について

ྫ年と同様に計画する。

　また、ػ関ࢽ「乳業連合/Fws」により乳業連合の活ಈをใするとともに、Ϧχϡー

ΞルしたホーϜϖーδϝルϚΨ「乳業連合だより」を活用した情ใఏػڙのڧ化によ

り、行情ใ ･業界情ใなͲをਝかつదに会員組合員にఏڙする。

3.　経営体質強化事業

　酪農乳業を取り巻く外部ڥのม化を౿まえ、乳業連合の会員組合員のا業ऩӹྗを高

２ ０ ２ ３ 年 度 事 業 計 画
自 ２０２３年４月１日　至 ２０２４年３月３１日

（
強
力
に
事
業
推
進
を
表
明
の
長
谷
川
敏
会
長
）
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める高付加価値ܕ地域乳業のܗ成 ･展開を図るための取組みとして「次世代セミナー」の

開催を計画する。

　なお、本セミナーはＪミルク「国産牛乳乳製品高付加価値化事業」を活用し、Ｊミルク

との共同事業として運営する。

　また、Ｊミルクが推ਐする「牛乳の日 ･牛乳月間」及びֶڅߍ৯（ֶ乳）を通した৯育

活ಈの取り組みに連ܞ 。するྗڠ･

4.　HACCP に沿った衛生管理の定着へ向けた動きへの対応

　2021 年度に開࢝した「自主Ӵ生ཧϨϕルΞッϓ事業」を以って、֤乳業者の

)"$$1 にԊったӴ生ཧについて、อ݈ॴによるࠪݕの事લ४උ又はࠪݕ後のରԠとし

て一般Ӵ生ཧ及び「手Ҿॻ」をར用した指ಋにより、Ҿきଓき、Ӵ生ཧのҡ࣋向্に

。༩する͜ととしたいد

　また 2022 年度（ྩ � 年度）からֶڅߍ৯用牛乳推ਐ事業の要ߝ ･ 要ྖに加さ

れた、事業実ࢪ主体が年 1 回以্開催する推ਐ会ٞにおいて、)"$$1 にԊったݚम

会を行͏͜とが求められており、連合会に講ࢣݣ要が有った場合、講ࢣݣ

を行͏。

5.　酪農乳業問題等に関する要請及び意見表明

　धڅ課題 関ػのରԠなͲについて、関係ࡂ題自વࡦରݿࡏ･ ･団体と連ܞ ･

。ௐしつつ、中খ乳業のཱ場から酪農乳業題に関する要及び意見表明を行͏ڠ

全国乳業協同組合連合会「執行部役員」を紹介します !!
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「第 191回理事会」
１．開催日時　　2023 年 3月 1� 日 1� ࣌ 00 
２．開催場所　　ΞルΧσΟΞࢢϲ୩　7֊「ົ高」
３．議事の経過の要領及びその結果
　⑴長谷川会長挨拶

●クラΠナ৵߈は先行きがෆಁ明で͜れを発として世界中の経ࡁがෆ҆定になって
いる。コロナΠルスについてもҾきଓきมҟגのࢹが必要である。

●生乳のधڅΪϟッϓについて৺しており、一࣌より乳製品ݿࡏはѹॖされているが、
�月からの加向け乳価の値্͛も有りͲのよ͏になるのかෆಁ明である。

● 2023 年度乳価のظ中値্͛要について、ࠓࡢのधڅ下で্͛෯ 後となࠓはظ࣌･
るとࢥΘれるが、ࠓ回もֶ乳向け乳価のಈ向が৺である。

●ֶ乳補ॿۚはݮগ向にあるがֶ乳事業は酪農乳業の基൫であり、څ৯はӫཆのශࠔ
֨差を生まない社会的使໋をͪ࣋कるべき事業である。一方、社会֨差の有る中で全
国 300 ۙくのࢢொଜがڅ৯ແঈ化となっており、͜のແঈ化がֶ乳に及΅すӨڹはෆ
ಁ明である。

　⑵来賓挨拶及び講演「生乳需給の現状及び今後の対応について」
　　（農林水産省牛乳乳製品課 ･松本乳製品調整官）

●ݩのधڅは、11 月のҿ用向け乳価のҾ্͛にଓいて �月からは加向け乳価のҾ
্͛となっているが、ۙの牛乳ྨൢചݸはલ年ൺ 5ˋۙくݮগしݫしいঢ়گがଓ
いている。価高ಅध要のམͪ込みのݫしい経営ڥにある中、乳価のมಈを
ൢച価֨にదにసՇする֤社の取り組みに感ँする。

●คݿࡏは、ରޮࡦՌもあり 10.� ສᶦから 8.2 ສᶦまでݮগした。ࡢ日のＪミルク
を継ଓする͜ととなり、国も支援するのでօ様ࡦରݮݿࡏも生ॲでظ૯会で来࣌ྟ
もݿࡏରࡦ基ۚのڌ出をおئいしたい。また、牛乳消費拡大についても༧ࢉを֬อ
しているので活用をおئいしたい。

●ध要に見合った生乳生産と牛乳乳製品のध要拡大がॏ要であり、༨った生乳धڅ下の
牛乳値্͛は消費者のཧղをಘい。

●ใಓでは、ૣظϦλΠΞ事業についてछ々意見があるが、農水省から事業目的をઆ
明した2�"を発৴しており、取Ҿ先消費者の伝ୡをおئいしたい。

　⑶議題及び主な質疑
　事務局よりఏ出ࢿྉのઆ明 ･ใࠂを行い、下هの通り֤ٞ題について࣭ٙԠが行Θ
れ、全ٞҊともՄ決ঝ認された。
ᶃ 2022 年度に関する৹ٞ事߲について
ᶄ 2023 年度に関する৹ٞ事߲について
ᶅ定の一部มߋの方向ੑとスέδϡールについて
ᶆ 2023 年度会ٞ開催日ఔについて

「 第 １ ９ １ ～ １ ９ ３ 回 理 事 会 」の 内 容
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「第 192回理事会」（書面開催）
１．開催日時　　2023 年 �月 28 日 13 ࣌ 00 
２．開催場所　　全国乳業ڠ同組合連合会�事務ॴ
３．議事の経過の要領及びその結果
　֤ཧ事に事લした下هの֤課題についてॻ面ٞ決ॻのࢍ൱を֬認した݁Ռ、ఏ出ٞ
ҊはՄ決ঝ認された。
ᶃ第 3�回通常૯会の開催について　日࣌ɾ場ॴ
ᶄ第 3�回通常૯会にఏ出するٞҊについて
ᶅ 2022 年度事業ใࠂ、及び決ࢉのঝ認について

「第 193回理事会」
１．開催日時　　2023 年 5月 25 日 13 ࣌ 15 
２．開催場所　　KKRホテル東京　11֊「നௗの間」
３．議事の経過の要領及びその結果
　⑴長谷川会長挨拶

●本会の主たる事業としてֶ乳事業があるが、ࡢ年 11 月のҿ用向け乳価のظ中վ定で
は、15 年もࠓ。価֨のվ定を行ったڅڙͲの地域がֶ乳΄ݝ 8月からのظ中վ定
に向けಈき出したが、年度ܖでもあり、ֶ乳څڙ価֨についてはۃめてࠔであり、
地方行のนを感͡ている。

●酪農Ո支援を目指して、ࣂྉ価֨による乳価加ࢉするαーνϟーδ੍のݕ౼が࢝
まっているとฉいている。ৄࡉはからないが、ֶ乳については、乳価ظ中վ定です
らਐんでいないのでةዧしている。ࠓ後、ݕ౼する場がઃけられると͏ࢥのでࢹし
ていきたい。

●本日のཧ事会ɾ૯会ɾ࠙会と長ஸ場であるが、有意ٛな࣌間となるよ͏ごྗڠをお
。とするࡰいしごѫئ

　⑵来賓挨拶（農林水産省牛乳乳製品課 ･林課長補佐）
●ฏૉより、֤地域課題のରԠ牛乳乳製品の҆定څڙ、関係֤Ґの酪農乳業行
のྗڠに感ँする。

年のࡢ● 11 月のظ中վ定について、ࠞཚご৺をֻけておびをする。ࠓ年も 8月
に乳価のҾ্͛があるが、ֶ 乳について全国的に౷一的な行ಈをとれるかとࢥったが、
出来なかった。来ि、֤ ಓݝ担者を集めて、ࡢ年Ͳの様にରԠしたか、出来なかっ
たかを意見交し、ࠓ後のରԠをݕ౼したい。

　⑶議題及び主な質疑
　ٞ長は、આ明にରする࣭ٙ ･意見の有ແを֬認後、「第 3�回通常૯会にఏ出するٞҊ
について」をٞ場にࢾり、全員ҟٞなくՄ決ঝ認された。

「 第 ̍ ̕ ̍ ʙ ̍ ̕ ̏ 回 ཧ ࣄ ձ 」 の 内 容
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コロナ禍により、「次世代セミナー」は 3年間開催出来ませんでしたので、2022 年 8月より、

新たに会員の募集から行い、2023 年 3月に第 1回「次世代セミナー」を開催致しました。

　ついては、「次世代セミナー」の主旨及び第 1回概要と次回計画について、お伝え致します。

【「次世代セミナー」の目的】

地域乳業が価値訴求経営を志向しつつ、全国展開する大手乳業との差別化を図るため、酪

農乳業を取巻く情勢認識の共有を図るとともに、地域乳業が目指すべき「姿 ･役割」を啓発し、

併せてその実現に向けた関係者間のネットワーク作りを支援する。

　また、乳業経営者は様々な業界団体に非常勤役員として参画しているが、地域乳業として

あるべき酪農乳業の姿を求め、場面では大手乳業と伍していく必要があり、その後継者を育

成する。

【「次世代セミナー」の会員】

　原則として 55 歳以下の次世代経営者及び経営幹部で、一般的に、社長 ･役員 ･部長クラ

スとしますが、次世代経営者であればそれ以外の役職でも構いません。現経営者からの推薦

（自薦含む）を受けた者とします。

【 そ の 他 】

　本セミナーは、Ｊミルク「国産牛乳乳製品高付加価値化事業」を活用し、Ｊミルクと乳業

連合との共同事業として運営致します。

　本セミナー出席に係る交通費 ･宿泊費は、弊会規定に基づき弊会の負担とします。

【第１回次世代セミナーの概要】

１．日時・場所：2023 年 3月 22 ～ 23 日　KKRホテル東京

２．参 加 者：年度末の開催となったため、会員 15名中 10名の参加となった。

「 次 世 代 セ ミ ナ ー」 の 活 動 再 開 に つ い て
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３．3月 22 日実施内容
時　　刻 内　　容 備　　　　　　考

13：15 開場、受付 11 階「朱鷺」

13：30〜14：20 開会・オリエンテーション 中田座長 挨拶、自己紹介等

＜休　　憩＞ 10 分

14：30〜15：40 講演・質疑応答 法政大学経営学部教授　木村　純子 先生
「乳業で地域コミュニティを元気にする」

＜休　　憩＞ 10 分

15：50〜17：00 講演・質疑応答
Ｊミルク「乳の学術連合」社会文化ネットワーク

幹事　前田 浩史 氏
「地域乳業の新しいカタチ〜成長と衰退の歴史から学ぶこと」

＜休　　憩＞ 10 分

17：10〜18：00 意見交換等 進行：事務局
テーマ「外部環境の大きな変化に伴う高付加価値化の必要性について」
＜チェックイン＞

18：20〜20：20 交流会 11 階「鳳凰」

４．3月 23 日実施内容
時　　刻 内　　容 備　　　　　　　　　考

9：00〜10：50 （11 階「朱鷺」） 進行：事務局　KJ 法を使った講演内容の共有・深堀
①グループワークで感想・意見・決意表明等
②次回のテーマ

11：00 解　　散

・日時・場所：2023 年 9月 28 ～ 29 日　KKRホテル東京
・研 修 会：地域乳業と牛乳消費拡大の取組みについて（仮題）

・講 師 予 定：農水省畜産局牛乳乳製品課課長補佐 ･川島先生、

　　　　　　　　Jミルク事務局次長 ･林先生

・グループワーク：KJ 法を使った講演の共有と深堀（感想 ･意見 ･決意表明）
・そ の 他：会員申込の方は、乳業連合事務局までご連絡ください。

　　　　　　　　E-mail　kawasaki@jf-milk.or.jp　又は TEL：03-5577-7080　川﨑まで

「 第 ２ 回 次 世 代 セ ミ ナ ー　」 の 開 催 概 要
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　　৬ ໊　　ࢯ ಓݝɺॴଐٴͼ৬
代表理事会長 長 谷 川　 敏 福 岡 県 福岡県乳業協同組合 理 事 長
理 事 副 会 長 大 野 　 保 兵 庫 県 兵庫県牛乳事業協同組合 理 事 長
理 事 副 会 長 中 田　 俊 之 茨 城 県 茨城県牛乳協同組合 理 事 長
理 事 副 会 長 吉 澤　 文 治 郎 四 国 地 区 四国地区中小乳業協同組合 理 事 長
専 務 理 事 川 﨑 　 浩 （ 員　 外 ）
理 事 佐 藤 　 浩 北 海 道 北海道牛乳事業協同組合 副 理 事 長
理 事 溝 渕　 郁 夫 岩 手 県 岩手県牛乳事業協同組合 理 事 長
理 事 針 谷 　 享 栃 木 県 栃木県牛乳事業協同組合 理 事 長
理 事 古 谷　 宗 久 千 葉 県 千葉県乳業協同組合 理 事 長
理 事 柳 川　 幸 司 神 奈 川 県 神奈川県牛乳事業協同組合 理 事 長
理 事 櫻 澤　 和 仁 新 潟 県 新潟県牛乳事業協同組合 理 事 長
理 事 廣 田　 孝 司 石 川 県 石川県牛乳事業協同組合 副 理 事 長
理 事 吉 田　 典 充 静 岡 県 静岡県飲用牛乳協同組合 理 事 長
理 事 荻 野 　 誠 愛 知 県 愛知県牛乳事業協同組合 理 事 長
理 事 砂 内　 修 治 広 島 県 広島県乳業協同組合 理 事 長
理 事 堀 田　 征 夫 熊 本 県 ミルクセンター熊本県協同組合 理 事 長
理 事 丸 山　 泰 典 宮 崎 県 宮崎県牛乳事業協同組合 理 事 長
監 事 池 戸　 創 一 岐 阜 県 岐阜県牛乳事業協同組合 理 事 長
監 事 栗 本　 靖 彦 群 馬 県 群馬県牛乳事業協同組合 理 事 長
2023年５月25日補欠選任後　　　　　　　　　　　　　　　　　役員19名（理事17名、監事2名）

開　催　日 会　　場 乳業連合 中小乳業学乳推進協議会
（中小学乳推進協）

7月～ 9月 全国７会場 ブロック会議
【事業計画 ･予算、意見交換、その他】

10月19日㈭ KKRホテル東京

第194回理事会
【事業推進状況報告、その他】

研修・総懇談会

3月14日㈭ 乳業会館（予定） 第195回理事会
【事業実施状況、決算見込み、その他】

4月 乳業連合 ･事務所 監事監査
【2023年度決算監査】 監事監査

5月上旬 乳業連合 ･事務所
（書面開催）

第196回理事会
【総会開催、事業報告･決算、事業計画予算】 第1回理事会

5月23日㈭ KKRホテル東京

第197回理事会
【総会提出議案、その他】 第2回理事会

第35回通常総会
【事業報告･決算、事業計画･予算、その他】 第18回総会

第198回理事会　　【役付き理事の互選】 第3回理事会　
【役付き理事の互選】

શ ࠃ ೕ ۀ ڠ ಉ  ߹ ࿈ ߹ ձ「  һ ໊  」
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